
熊本市国民健康保険加入者
虚血性心疾患新規患者数 推計値

H28年度虚血性心疾患新規患者数（人口千人対）

１８．８８人※１

H28年度の虚血性心疾患新規患者数

３，３３０人※２

※１ 熊本市国民健康保険保健事業実施計画（第２期データヘルス計画）のデータを使用
※２ H28年度熊本市国民健康保険加入者数176,378人より算出
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熊本市循環器疾患悪化防止対策モデル事業

熊本市健康づくり推進課

Ⅰ 事業実施の背景

心不全患者において、運動療法や身体活動量増加を中心とした心臓リハビリテーションを
実施することにより、心不全の重症化による再入院リスクの減少、フレイルの進行防止を目
指す。



Ⅱ 目的
運動習慣定着化の促進による心不全患者の原疾患の再発、悪化防止を図るとともに、生涯にわた

り運動を継続することによる生活の質（QOL）向上と健康寿命の延伸を目指す。

Ⅲ 対象者
心不全ステージB、Cの状態にあり、以下のいずれにも該当する本市在住者
① 概ね60歳以上80歳未満
② 定期的な受診と必要な検査をしていること
③ モデル事業参加について、かかりつけ医の推薦があること
④ 事業の趣旨を理解し、事業説明会、運動の継続、必要な検査及びアンケート調査等に同意す
ること

⑤ 端末操作ができること、または家族の支援が得られる方

Ⅳ 事業実施者
熊本市（委託事業者：社会医療法人 寿量会）
※スポーツ庁「運動・スポーツ習慣化促進事業」を活用

２



 医療専門職から運動処方を受けた心不全患者が、ウェアラブル生体センサーを装着し運動
（ウォーキング等）を行う。

 健康運動指導士等が遠隔地（運動施設）から患者の身体状況、運動状況を管理し、安全かつ
効果的な運動が継続できるように支援を行う。
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１ 自宅管理型心臓リハビリテーション

Ⅴ 事業内容



市民公開講座「心臓を守る」

期日：8月28日（土） 会場：熊本機能病院

座長：熊本大学大学院 循環器内科学教授 辻田賢一氏

内容：講演１ 「心臓病と心臓リハビリ」 熊本機能病院医師

講演２ 「心臓を守るための運動」 〃 理学療法士

講演３ 「心臓を守るための食事と生活」 〃 看護師 藤本恵子氏

案内 「熊本市モデル事業について」 熊本健康・体力づくりセンター 健康運動指導士

参加者：35名（定員40名）

☞ 講演内容を熊本市公式YouTubeで配信中

☞ 11月号市政だよりに虚血性心疾患の予防に関する

啓発記事と上記QRコードを掲載
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２ 市民公開講座・啓発

 心不全予防・進展防止のため、市民を対象に循環器疾患に関する講演会を実施し、モデル事業
の周知と事業参加者を募集する。

 家庭血圧測定及び自己検脈の普及等の啓発を行う。
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◆ 地域包括支援センター（高齢者支援センターささえりあ 27施設）に、支援してくださる地

域の方への呼びかけを依頼

◆ 熊本市スポーツ推進委員（267名）及び熊本市スポーツ協会会長（96名）にサポーターとし

ての協力を依頼

☞ サポーター登録者：６名（熊本市スポーツ推進委員）

☞ マッチング状況

モデル事業参加者２名へのサーポート開始

ほ

３ 歩っとハートサポーター

 モデル事業参加者のうち、３人組でウォーキングを行う方で一緒に歩く方がいない方に対して、
ウォーキングに同行していただけるボランティアを募集し、サポートする。



6

◆モデル事業参加者の応募状況（11月17日現在） 計36名

・熊本健康・体力づくりセンター 17名（12名実施）、71±5歳、男性7名、女性5名

・大和クリニック 11名、72±4歳、男性7名、女性4名

・田上心臓リハビリテーション 2名（データなし）

・植木 3名（データなし）

・青磁野リハビリテーション 2名（データなし）

・西日本 1名（データなし）

＊国立病院機構 熊本医療センターから1名紹介

＊整形外科クリニックより1名紹介

◆モデル事業参加者の声

⚫ 歩数だけでなく脈も測定できるため、運動の強さが適切かの目安になる。

⚫ 腕時計型なので、ウォーキングに出かける際、持っていくのを忘れることがない。

⚫ 指導者がいるので、安心。

⚫ （スマホ等を使い慣れていない方）操作が難しい。

⚫ （３人１組となった方）1人で歩くより楽しい。

「１ 自宅管理型心臓リハビリテーション」参加者の状況


